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精神障害者ホームヘルプサービスの効果

S区によるモデル事業の全数調査
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目的　本研究の目的は，S区における精神障害者ホームヘルプ事業の効果について検討すること

である。

方法　S区において平成9年度のホームヘルプサービスにおけるケア提供者についてヒアリング

を実施し，その逐語録を質的に検討してホームヘルプの効果の領域を抽出した。結果をも

とにケア提供者に対するインタビュー調査のための質問紙を作成した。この質問紙を用い

て，平成10年7月現在ホームヘルプサービスを実施中，あるいは終了していた28ケースの

ケア提供者およびケアマネジャーの2者に対してインタビュー調査を実施した。調査では

サービス開始直前，開始後1か月，現在の3点について記録をもとに想起を求めた。これ

らについて経時的なケア量および生活行動の自立度のレベルを測定し，各時点における改

善度を検証した。

結果　ヒアリングデータの分析から，精神障害者ホームヘルプの効果には①ヘルパー導入の当初

の目的であった直接的ケアによる食事，清潔，買い物などの生活技能の向上（1次効果：5

項目）と②意欲，人付き合い，生活の広がりなどの社会的機能の向上ならびに家族の負担軽

減（2次効果：9項目）の2領域が明らかになった。これらの各領域について1次効果は自

立度の変化を，2次効果は社会的機能のレベルを検討した結果，開始直前と開始後1か月，

開始直前と現在のいずれの比較においても自立度は有意に改善し，社会的機能のレベルが有

意に上昇していた。

考察　精神障害者ホームヘルプサービスの効果は現在サービス導入の主な目的とされている生活

技能にとどまらず社会的機能にも及ぶことがケア提供者によって認知され，さらに個別ケー

スの行動レベルの変化からも実証された。サービス活用の拡大にむけての論拠となるであろ

うと思われた。
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